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太陽光発電設備の直流部分を対象とした
保安点検手順(ver.1.0)の提案

TBM(Tool Box Meeting):「安全装備の装着・確認」

検電*(接続箱筐体，開閉ハンドル，作業範囲付近のモジュールフレームや架台)

接続箱内観察・接続箱内の検電*
接地抵抗測定

架台、モジュールフレーム等の等電位性の確認

ストリング動作確認
(動作電圧・電流、漏れ
電流、循環電流)

電路の検電*

検電*

BLD and/or Fuseの点検

開放電圧・ブリーダ電圧・対地電圧の測定

絶縁抵抗測定

配線経路の確認+セルストリング断線検査

インピーダンス測定

バイパス回路検査(開放・短絡)

異常個所の特定

(セルストリング断線検査)

赤外線カメラ観察

外観目視(主に構造安全の観点から)

外観目視(主に電気安全の観点から)

断線箇所の探査・修復

電流-電圧(I-V)特性測定

労働安全+設備安全

設備安全

発電性能

*：検電器による日中のPVS直流電路

の検電は有効でない場合があるので
注意が必要である。

・各点検項目の具体的説明は、以下の資料に詳述して
いる：

「太陽光発電の直流電気安全のための手引きと技術
情報(第2版)」

(https://unit.aist.go.jp/rpd-envene/PV/ja/
service/PV_Electrical_Safety/index.html)
また、希望者には非公式デモンストレーション動画(約1

時間)を提供することも可能である。

運転を停止しない状態で、ストリング（ヒューズを含む）の断線、ブロッキングダイオードの短絡故障、
モジュールの著しい発電性能低下の存在可能性をあらかじめ推測する。

PVS直流電路の重要な保護素子であるブロッキングダイオード(BLD)および
ヒューズの保護機能が維持されていることを確認する。

ストリングに接続されているモジュールのすべてが正常に開放電圧を発生させているか
否かを判定するとともに、ストリングに接続されているモジュールの中の「不完全クラスタ
脱落」の存在の確認や、対地電圧をパラメータとする「自己バイアス法」による絶縁抵抗
の予備測定を行う。 電技省令第58条にもとづく測定。

電技省令第10条および第11条にもとづく測定

戸上電機製作所「セルラインチェッカ」の電界モードを利用した断線
個所の探査。

戸上電機製作所「セルラインチェッカ」の磁界モードを利用したストリング配線経路の確認。

太陽電池モジュールおよびストリングの保護回路であ
るバイパス回路の機能が保存されていることの確認。

アイテス製「ソラメンテiS」などによるセルストリングの
断線検査。

アイテス製「ソラメンテZ」などによる。
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